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５ 大規模小売店舗の施設の配置に関する事項 

(1) 駐車場の位置及び収容台数 

位  置 収容台数 

別添『建物配置図兼平面図』上、駐車場 103台 

※全体収容台数 156 台、うち、従業員用 3 台 

 

(2) 駐輪場の位置及び収容台数 

位  置 収容台数 

別添『建物配置図兼平面図』上、駐輪場 68台 

 

(3) 荷さばき施設の位置及び面積 

位  置 面  積 

別添『建物配置図兼平面図』上、荷さばき施設① 60㎡ 

別添『建物配置図兼平面図』上、荷さばき施設② 32㎡ 

合  計 92㎡ 

 

(4) 廃棄物等の保管施設の位置及び容量 

位  置 容  量 

別添『建物配置図兼平面図』上、廃棄物保管施設① 15.8㎥ 

別添『建物配置図兼平面図』上、廃棄物保管施設②  9.6㎥ 

別添『建物配置図兼平面図』上、廃棄物保管施設③  4.5㎥ 

合  計 29.9㎥ 

 

６ 大規模小売店舗の施設の運営方法に関する事項 

(1) 大規模小売店舗において小売業を行う者の開店時刻及び閉店時刻 

開店時刻  7時 00分 

閉店時刻 24時 00分 

 

(2) 来客が駐車場を利用することができる時間帯 

駐車場№ 駐車可能時間帯 

駐車場 6時 30分～24時 30分 

 

(3) 駐車場の自動車の出入口の数及び位置 

駐車場№ 出入口の数 位  置 

駐車場 2箇所 別添『建物配置図兼平面図』上、出入口、出口 

 

(4) 荷さばき施設において荷さばきを行うことができる時間帯 

荷さばき施設№ 荷さばき可能時間帯 

荷さばき施設①② 6時 00分～22時 00分 
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添付書類 

 

○ 法人にあってはその登記簿の謄本、個人にあってはその住民票の写し 

  届出書（正本のみ）に添付 

 

別添１ 建物の位置及びその建物内の小売業を行うための店舗の用に供される部分の配置を示す図面 

(1) 建物配置図及び各階平面図 

別添『建物配置図兼平面図』参照 

 

(2) 建物・敷地の概要 

項  目 計画内容 

構  造 鉄骨造 

階  数 平屋建て 

建築面積 3,360㎡ 

延床面積 3,168㎡ 

店舗面積 2,348㎡ 

敷地面積 9,259㎡ 

 

別添２ 主として販売する物品の種類 

小売業者の名称 主として販売する物品 

株式会社フジ 食料品等 

未定物販 未定 
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別添３ 必要な駐車場の収容台数を算出するための来客の自動車の台数等の予測の結果及びその算出

根拠 

(1) 自動車の台数等の予測の結果及びその算出根拠 

① 指針による必要駐車台数計算式 

（端数処理：四捨五入）  

事   項   等 各事項算出のための計算式の根拠 

当該都市行政人口 525,884 人 姫路市（令和 6 年 1 月 1 日現在 住民基本台帳） 

地区の区分 その他地区 用途地域：市街化調整区域 

Ｓ：店舗面積 2.348 千㎡ ――― 

Ａ：日来店客数原単位 1,306 人／千㎡ その他地区､人口 40 万人以上､店舗面積 10 千㎡未満 

Ｂ：ピーク率 14.4 ％ ――― 

Ｌ：駅からの距離 駅から約 1,100ｍ ＪＲ播但線 仁豊野駅 

Ｃ：自動車分担率 65.0 ％ その他地区、人口 40 万人以上 100 万人未満 

Ｄ：平均乗車人員 2.00 人／台 店舗面積：10 千㎡未満 

Ｅ：平均駐車時間係数 0.715 店舗面積：10 千㎡未満 

小売店舗の必要駐車台数 103 台 ＝Ａ×Ｓ×Ｂ×Ｃ÷Ｄ×Ｅ 
   

ｓ：併設施設面積 0.035 千㎡ ――― 

Ｘ：併設施設の割合 1.5 ％ ＝ｓ÷Ｓ 

Ｙ：比率 1.000 当該小売店舗の２割未満 

物販店舗の必要駐車台数 103 台 ＝「小売店舗の必要駐車台数」×Ｙ 

参考：日来店台数 997 台／日 ＝Ｓ×Ａ×Ｃ÷Ｄ×Ｙ 

参考：ピーク時来店台数 144 台／時 ＝Ｓ×Ａ×Ｂ×Ｃ÷Ｄ×Ｙ 

 

② 駐車場の分散確保の有無 

駐車場の分散確保の有無 理  由 

無 敷地内に、必要駐車台数を満足する収容台数を確保します。 

 

③ 駐車場の料金の有無 

駐車場の料金の有無 理  由 

無 
・駐車料金を無料にすることにより、来退店客車両のスムーズな出

入庫を図り、一般交通の流れに支障が出ないように努めます。 
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(2) その他駐車場の規模に関する計画 

① 来客用以外に考慮する駐車台数 

<従業員等駐車台数> 

事項 面積 
店舗用駐車場と 
共用・別途の別 

台数 備考 

従業員駐車場 約 38㎡ 別途 3台 － 

業務用車両駐車場   0㎡ － 0台 － 

搬出入車両駐車場   0㎡ － 0台 － 

合計 約 38㎡ － 3台 － 

 

② 駐車場の構造、収容台数、面積及び敷地の状況 

駐車場 
番号 

駐車場 
構造 

収容台数 
面積 

※駐車スペース 

駐車区画の大きさ(ｍ×ｍ) 契約 
形態 一般用 障害者等用 軽自動車用 

駐車場 

建物外 

平面駐車場 

(自走式) 

153台 約 2,044㎡ 

137台 4台 12台 
自社 
管理 2.7×5.0 3.5×5.0 

2.7×4.0：6 台 
2.5×4.0：6 台 

※ 収容台数 153 台（従業員用を除く）のうち、103 台を届出台数とします。 

 

別添４ 駐車場の自動車の出入口の形式又は来客の自動車の方向別台数の予測の結果等駐車場の自動

車の出入口の数及び位置を設定するために必要な事項 

(1) 駐車場の自動車の出入口の形式等 

① 駐車場の入庫処理能力 

出入口の場所 

(※１) 

１時間当たり入庫処理能力 ピーク１時間に予想される自動車台数 

台数 算出根拠 台数 算出根拠 

出入口 450 台 (※２) 144台 （※３） 

※１ 別添『建物配置図兼平面図』参照 

※２ 駐車場には発券ゲートを設置しませんが、安全側に立ち指針参考値（オペレータあり、平面自走式駐車場）

の入庫処理能力（約 8 秒/台）を採用しています。 

※３ p.4 参照。 
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② 敷地内の駐車待ちスペース 

出入口の場所 

(※１) 
駐車待ちスペース 発券ブース 

駐車待ちスペースが有る場合 

長さ 算出根拠 

出入口 有 無 約 5ｍ (※２) 

※１ 別添『建物配置図兼平面図』参照 

※２ 出入口に必要な駐車待ちスペースは、以下の式により算出しました。 

・出入口に必要な駐車待ちスペース 

＝（当該入口の１分当たりの来台数×1.6－当該入口の１分当たりの入庫処理能力）×6ｍ 

＝（144 台/時÷60×1.6－450台/時÷60）×6ｍ 

＝－21.96 

以上の計算により、出入口に必要な駐車待ちスペースの長さは 0ｍとなります。  

 

(2) 方向別台数の予測結果等 

① 敷地周辺の道路の状況 

項   目 
道路№1 

県道 373号大柳仁豊野線 

合 計 約 6.0ｍ 

幅 

員 

構 

成 

車道 約 4.1ｍ 

車線数 － 

歩道の有無 無 

中央分離帯の有無 無 

路肩 北側：約 0.7ｍ、南側：約 1.2ｍ 

安全施設等 無 

交通規制 無 

店舗周辺の信号交差点数 

(うち右折帯設置の交差点数) 

0交差点 

（0交差点） 

横断歩道の有無 無 

通学路の有無 無 

バス路線の有無 有 

バス停の有無 無 

駐車場出入口から敷地寄り 

のバス停ポールまでの距離 
－ 

※ 道路番号は、別添『周辺見取図』参照 
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② 来客の自動車の方向別台数の予測の結果等 

ア 現状の交通量調査の結果 

調査年月日 
平日：令和6年9月24日（火）5:00～翌2:00 

休日：令和6年9月23日（月・祝）5:00～翌2:00 

調査場所 下図参照 

調査方法 カウンター使用による計測 

調査結果 別添資料『交通処理検討報告書』参照 

 

 

図 交通量調査地点位置図 

 

イ 開店後の周辺道路の交通量予測 

予測方法 指針に基づいてピーク時の来店客車両台数を算出 

予測の根拠 
大規模小売店舗を設置する者が配慮すべき事項に関する指針 

（平成 19年 2月 1日経済産業省告示 16号） 

予測結果 p.8～p.10 
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■ 現況と開店後における交通量の比較 ■ 

（位置については、p.7 参照） 

 

地点１交差点（金竹西交差点）

平日7時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

278 286

87 19 95 19
31 39

172 172
431 318 477 335

29 29
82 103

322 461 339 478
125 125

110 110
32 88 53 88

245 266
(台/時） (台/時）

休日17時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

304 312

18 24 26 24
30 38

262 262
215 93 261 110

43 43
92 113

98 193 115 210
192 192

52 52
66 39 87 39

297 318
(台/時） (台/時）  
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地点２交差点（三森神社前交差点）

平日7時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

85 97

12 37 12 49
9 9

36 36
255 209 334 288

31 43
37 37

137 179 216 277
72 72

11 18
19 12 19 19

103 110
(台/時） (台/時）

休日17時（ピーク時間帯）
＜現況＞ ＜将来＞

42 54

2 13 2 25
4 4

27 27
117 102 196 181

35 47
11 11

75 112 154 210
15 15

2 9
7 0 7 7

22 29
(台/時） (台/時）  
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■ 開店前後の飽和度・混雑度 ■ 

平日 休日

開店前 開店後 開店前 開店後

7時 17時

0.422 0.457 0.286 0.328

北流入 左直右 0.322 0.332 0.326 0.337

南流入 左直右 0.292 0.320 0.346 0.374

西流入 左直右 0.712 0.813 0.345 0.424

東流入 左直右 0.732 0.759 0.310 0.337

17時

0.192 0.238 0.085 0.146

北流入 左直右 0.150 0.172 0.075 0.097

南流入 左直右 0.167 0.178 0.036 0.048

西流入 左直右 0.266 0.348 0.116 0.195

東流入 左直右 0.193 0.301 0.115 0.220

7時

混
雑
度

地点２交差点
（三森神社前交差点）

交差点 項目

地点１交差点
(金竹西交差点)

ピーク時間帯

ピーク時間帯

需要率

需要率

混
雑
度

 

 

(3) その他の対応策 

① 駐車場の設置に当たっての配慮 

項  目 具 体 的 な 内 容 

歩行者等の動線分離 

・オープン時や多客の予想される繁忙時には、駐車場各出入口に交通

誘導員を配置して、車両のスムーズな誘導と歩行者の安全確保に努

めます。 

・敷地内には、歩行者用通路を設けます。 

・障害者等用駐車スペースは、店舗入口近くに 4 台分確保する計画で

す。 

駐車場からの排気ガス 
・お客さまへは、掲示板等で不必要なアイドリングの禁止を呼びかけ

ます。 

 

② 交通への支障を回避するための方策等 

項  目 具 体 的 な 内 容 

交通誘導員の配置 
・オープン時や多客の予想される繁忙時には、駐車場各出入口に交通

誘導員を配置する計画です。 
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別添５ 経路の設定等 

(1) 自動車を駐車場に案内する経路及び方法 

① 周辺見取図に来客の自動車の案内経路を表示した図面 

別添 各『想定する案内経路と方面別交通量』参照 

 

(2) 経路等を来客者に知らせる方法、その他交通対策 

項  目 具 体 的 な 内 容 

案内表示の設置 

（看板等） 

・駐車場各出入口に案内看板を設置します（別添『建物配置図兼平面

図』参照）。 

・周辺住宅に配慮し、夜間 22時～翌 6時は駐車場出口を閉鎖します（夜

間利用制限区域については、別添『建物配置図兼平面図』参照）。 

ちらし等の配布 
・広域誘導については、オープン時等に配布する広告チラシに案内経

路を掲載し、お客さまに周知します。 

交通誘導員の配置 
・オープン時や多客の予想される繁忙時には、駐車場各出入口に交通

誘導員を配置する計画です。 

 

別添６ 荷さばき施設の整備等 

(1) 搬出入車両台数と荷さばき時間帯 

時 間 帯 

荷さばき 

施設① 

荷さばき 

施設② 廃棄物保管 

施設①② 

廃棄物保管

施設③ 

平均的な荷さば

き処理時間 
2～4t車 2～4t車 

 6:00 ～  7:00 3台 1台 0台 0台 

15分 

 7:00 ～  8:00 1台 0台 0台 0台 

 8:00 ～  9:00 2台 0台 0台 0台 

 9:00 ～ 10:00 2台 1台 1台 1台 

10:00 ～ 11:00 1台 0台 1台 0台 

11:00 ～ 12:00 1台 0台 0台 0台 

12:00 ～ 13:00 1台 1台 0台 0台 

13:00 ～ 14:00 1台 0台 0台 0台 

14:00 ～ 15:00 0台 0台 1台 1台 

15:00 ～ 16:00 0台 0台 0台 0台 

16:00 ～ 17:00 0台 0台 0台 0台 

17:00 ～ 18:00 0台 0台 0台 0台 

18:00 ～ 19:00 1台 0台 0台 0台 

19:00 ～ 20:00 1台 0台 0台 0台 

20:00 ～ 21:00 0台 0台 0台 0台 

21:00 ～ 22:00 1台 0台 0台 0台 

計 15台 3台 3台 2台 － 
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(2) 荷さばき施設の計画 

① 荷さばき施設の形状・規模（屋外） 

施設番号 面 積 同時作業の可能な台数 待機スペースの有無・広さ 

荷さばき施設① 60 ㎡ 2台 無 

荷さばき施設② 32 ㎡ 1台 無 

 

② 荷さばき施設の規模の算出根拠 

施設番号 ピーク時における搬出入車両台数 

荷さばき施設① 2～4t車・2台 

荷さばき施設② 2～4t車・1台 

 

③ 搬出入車両の出入口の数 

専用出入口の有無 搬出入車両の出入口の数 対  応  等 

無 
2箇所 

（出入口・出口） 

・営業時間中に商品を搬入する際には、事前

に連絡することによって荷さばき施設付

近に交通誘導員等を配置し、安全誘導を図

ります。 

・作業員には、一旦停止や場内徐行を厳守し、

安全運転に努めるよう指導を徹底します。 

 

別添７ 騒音問題に対応するための対応策 

① 一般的騒音対策の概要 

遮音壁の有無 遮音壁の高さ 遮音壁の厚さ 材質・構造 遮音壁の位置 

無 － － － － 

 

項  目 具体的な騒音対策の概要 

室外機等の機器 

・低騒音型の機器の導入に努めます。 

・定常騒音の発生源となる機器については、定期点検を行い異常

騒音の発生防止に努めます。 

 

② 荷さばき施設及び作業にかかる騒音対策の概要 

項  目 具体的な騒音対策の概要 

荷さばき施設の騒音対策 
・荷さばき施設は十分なスペースを確保し、荷さばき時間の短縮

に配慮します。 

荷さばき作業の騒音対策 

・夜間帯における荷さばき作業は行いません。 

・作業人員には、アイドリング・ストップを徹底する等、騒音防

止意識を周知・徹底させます。 
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③ ＢＧＭ等の営業宣伝活動の予定 

施設外へのＢＧＭ及び販売促進活動の予定はありません。 

 

④ 駐車場の騒音対策の概要 

駐車場番号 施設面の騒音対策 運用面の騒音対策 

駐車場 － 

・営業時間外は駐車場出入口を施錠し、店舗関係者以外

の立ち入りを防止します。 

・お客さまに対しては、掲示板等で不必要なアイドリン

グの禁止を周知します。 

・周辺住宅に配慮し、夜間 22時～翌 6時は駐車場出口を

閉鎖します（夜間利用制限区域については、別添『建

物配置図兼平面図』参照）。 

 

⑤ 廃棄物収集作業にかかる騒音対策の概要 

施設番号 
廃棄物回収 

場所の構造 

回収 

時間帯 

施設面の 

騒音対策 
運用面の騒音対策 

廃棄物保管施設 

①②③ 
屋内 6時～22時 － 

・夜間帯における収集作業は行わな

い計画です。 

・作業人員には、アイドリング・ス

トップを徹底する等、騒音防止意

識を周知・徹底させます。 

 

⑥ 付帯設備の稼働時間と騒音対策 

№ 付帯設備の種類 設置の有無 稼働時間帯 騒音対策 

AC1～AC26 空調用室外機 有 6:30～24:30 

・低騒音型機器を導入します。 

・定期点検を行い異常騒音の

発生防止に努めます。 

RC1～RC7 冷凍庫用室外機 有 0:00～24:00 

F1～F34 換気ファン 有 

6:30～24:30 

(一部、6:00

～22:00) 

CU1 キュービクル 有 0:00～24:00 

※ 位置については、別添『騒音発生源位置図』参照 
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別添８ 平均的な状況を呈する日における等価騒音レベルの予測結果と算出根拠 

① 各予測地点における等価騒音レベルの予測結果 

予測地点 用途地域 

昼 間 夜 間 

環境基準 
等価騒音 

レベル 
環境基準 

等価騒音 

レベル 

Ａ (H=1.2m) 

市街化調整

区域 

55 dB 

［Ｂ類型］ 

46.1 dB 

45 dB 

［Ｂ類型］ 

38.1 dB 

Ｂ (H=1.2m) 48.0 dB 41.2 dB 

Ｃ (H=1.2m) 50.6 dB 40.8 dB 

Ｄ (H=1.2m) 52.7 dB 41.9 dB 

Ｅ (H=1.2m) 45.9 dB 38.8 dB 

（備考）・等価騒音レベルの予測計算には、定常騒音源について回折補正量を考慮しました。 

・周辺住宅に配慮し、夜間 22時以降は駐車場出口を閉鎖することを考慮して予測を行いました

（駐車場利用制限区域については、『騒音発生源位置図』参照）。 

 

予測の結果、昼間、夜間とも全ての地点で環境基準を下回ります。 

したがって、周辺住宅への著しい影響はないものと考えております。 

 

② 予測地点ごとの等価騒音レベル 

別添『騒音予測報告書』参照。 

 



15 

別添９ 夜間において発生する騒音の発生源ごとの騒音レベルの最大値の予測結果と算出根拠 

① 各予測地点における最大値騒音レベルの予測結果 

予測地点 用途地域 

夜 間 

規制基準 
騒音レベル 

最大値 

ａ (H=1.2m) 

市街化調整区域 
45 dB 

［第２種区域］ 

51 dB 

ｂ (H=1.2m) 64 dB 

ｃ (H=1.2m) 60 dB 

ｄ (H=1.2m) 54 dB 

ｅ (H=1.2m) 55 dB 

Ａ (H=1.2m) 48 dB 

Ｂ (H=1.2m) 58 dB 

ａ’ (H=1.2m) 44 dB 

ｃ’ (H=1.2m) 52 dB 

ｃ” (H=1.2m) 31 dB 

ｄ’ (H=1.2m) 51 dB 

ｄ” (H=1.2m) 34 dB 

Ｅ (H=1.2m) 53 dB 

ｅ’ (H=1.2m) 41 dB 

（備考）・騒音レベルの最大値の予測計算には、回折補正量を考慮していません。 

・周辺住宅に配慮し、夜間 22時以降は駐車場出口を閉鎖することを考慮して予測を行いました

（駐車場利用制限区域については、『騒音発生源位置図』参照）。 

 

予測の結果、予測地点ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅで規制基準を上回ります。 

予測地点ａ、ｂについて、公道を挟んで向かい側の予測地点Ａ、Ｂでも規制基準を上回りますが、

計画地北側で最も近い住宅に設定した予測地点ａ’では規制基準を下回ります。 

予測地点ｃについて、水路を挟んで向かい側に設定した予測地点ｃ’でも規制基準を上回ります

が、計画地東側で最も近い住宅に設定した予測地点ｃ’では規制基準を下回ります。 

予測地点ｄについて、里道水路を挟んで向かい側に設定した予測地点ｄ’でも規制基準を上回り

ますが、計画地南側で最も近い住宅に設定した予測地点ｄ’では規制基準を下回ります。 

予測地点ｅについて、里道水路を挟んで向かい側の予測地点Ｅでも規制基準を上回りますが、計

画地西側で最も近い住宅に設定した予測地点ｅ’では規制基準を下回ります。 

したがって、周辺住宅への著しい影響はないものと考えております。 

 

② 予測地点ごとの最大値騒音レベル 

別添『騒音予測報告書』参照。 

 

＜参考＞ 

等価騒音レベルおよび夜間の騒音レベル最大値の予測結果は、等価騒音レベルの予測地点Ｄ、夜

間の騒音レベル最大値の予測地点ａ’を除き、基準よりも 3dB以上下回っていることから、反射音

を考慮しても基準をクリアすると考えます。 

予測地点Ｄについては、隣地に住宅が立地していません。 

予測地点ａ’については、店舗建物壁面からの距離が十分に離れていることから、反射音の影響

は少ないと考えます。 
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別添１０ 廃棄物等の保管の為の施設容量の確保等 

(1) 廃棄物等の排出量等の予測の結果及びその算出根拠 

① 指針による予測結果と算出根拠 

【マックスバリュ】 　　　（端数処理：四捨五入）

廃棄物種別
１日当たりの廃棄物
等の排出予測量：Ａ
（＝指針原単位×Ｓ）

平均保
管日数
：Ｂ

見かけ
比重：Ｃ
（ｔ／㎥）

6,000㎡以下の部分 1.446 千㎡ ( 0.301  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 3.01 ㎥

計 0.301  t

6,000㎡以下の部分 1.446 千㎡ ( 0.010  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 0.10 ㎥

計 0.010  t

6,000㎡以下の部分 1.446 千㎡ ( 0.009  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 0.09 ㎥

計 0.009  t

6,000㎡以下の部分 1.446 千㎡ ( 0.029  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.01 2.90 ㎥

計 0.029  t

6,000㎡以下の部分 1.446 千㎡ ( 0.244  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.55 0.44 ㎥

計 0.244  t

その他の可燃性
廃棄物等

1.446 千㎡  0.078  t 1.0 日 0.38 0.21 ㎥

6.75 ㎥

生ごみ等

合　　計

店舗面積　：　Ｓ
排出予測量
Ａ×Ｂ÷Ｃ

紙製
廃棄物等

金属製
廃棄物等

ガラス製
廃棄物等

プラスチック製
廃棄物等

 

 

【未定物販】 　　　（端数処理：四捨五入）

廃棄物種別
１日当たりの廃棄物
等の排出予測量：Ａ
（＝指針原単位×Ｓ）

平均保
管日数
：Ｂ

見かけ
比重：Ｃ
（ｔ／㎥）

6,000㎡以下の部分 0.902 千㎡ ( 0.188  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 1.88 ㎥

計 0.188  t

6,000㎡以下の部分 0.902 千㎡ ( 0.006  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 0.06 ㎥

計 0.006  t

6,000㎡以下の部分 0.902 千㎡ ( 0.005  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.10 0.05 ㎥

計 0.005  t

6,000㎡以下の部分 0.902 千㎡ ( 0.018  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.01 1.80 ㎥

計 0.018  t

6,000㎡以下の部分 0.902 千㎡ ( 0.152  t )

6,000㎡超の部分 － － 1.0 日 0.55 0.28 ㎥

計 0.152  t

その他の可燃性
廃棄物等

0.902 千㎡  0.049  t 1.0 日 0.38 0.13 ㎥

4.20 ㎥

生ごみ等

合　　計

店舗面積　：　Ｓ
排出予測量
Ａ×Ｂ÷Ｃ

紙製
廃棄物等

金属製
廃棄物等

ガラス製
廃棄物等

プラスチック製
廃棄物等
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(2) 廃棄物等の保管場所の計画 

① 廃棄物保管施設の計画 
（端数処理：小数第２位四捨五入） 

施設番号 容 量 面 積 排出方法 洗浄設備 附属設備の概要 

廃棄物保管施設② 9.6 ㎥ 6.4㎡ 業者委託 無 無 

廃棄物保管施設③ 0.6 ㎥ 0.4㎡ 業者委託 無 無 

 

② リサイクル品（再利用対象物）保管施設の計画 
（端数処理：小数第２位四捨五入） 

施設番号 容 量 面 積 回収方法 洗浄設備 附属設備の概要 

廃棄物保管施設① 15.8㎥ 10.6㎡ 業者委託 無 無 

廃棄物保管施設③  3.9㎥  2.6㎡ 業者委託 無 無 

 

③ 保管場所に関する配慮事項 

項  目 具 体 的 な 内 容 

廃棄物等の分別の実施 

・マックスバリュでは、店頭に紙パック、食品トレイ、アルミ缶、

ペットボトル等の回収ボックスを設置し、随時リサイクル業者に

引き渡す計画です。 

・店舗から発生するダンボール、発泡スチロール、空き缶、空き瓶

等は分別保管し、リサイクル業者に引き渡します。 

保管施設の密閉性確保 

・廃棄物保管施設は建物内に設置し、扉付きの密閉型保管施設や既

製の保管容器を採用する計画です。また、生ごみ等はポリ袋で密

閉した上で保管します。したがって、廃棄物の散乱及び悪臭等の

衛生上の問題が生じることはないと考えます。 

 

別添１１ 廃棄物等の運搬・処理等の計画 

(1) 廃棄物等の運搬・処理計画 

① 廃棄物等の種類と処理方法の区分 

廃棄物等の種類 敷地外処理 敷地内処理 その他 

紙製廃棄物等 ○ － 

分別保管し、リサイクル業者に引き渡

す計画です。 

金属製廃棄物等 ○ － 

ガラス製廃棄物等 ○ － 

プラスチック製廃棄物等 ○ － 

生ごみ等 ○ － － 

その他の可燃性廃棄物等 ○ － － 
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② 廃棄物等の運搬方法 

廃棄物等の種類 運搬の方法 予定業者等 運搬頻度 

紙製廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

金属製廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

ガラス製廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

プラスチック製廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

生ごみ等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

その他の可燃性廃棄物等 業者委託 廃棄物の許可業者 毎日 

 

(2) 廃棄物等の分別・リサイクル計画 

廃棄物等の種類 
発生予測量 

（t/年）：Ａ＋Ｂ 

ごみ処分量 

（t/年）：Ａ 

資源化量 

（t/年）：Ｂ 

紙製廃棄物等 179ｔ   0ｔ 179ｔ 

金属製廃棄物等   6ｔ   0ｔ   6ｔ 

ガラス製廃棄物等   5ｔ   0ｔ   5ｔ 

プラスチック製廃棄物等  18ｔ   0ｔ  18ｔ 

生ごみ等 144ｔ 144ｔ   0ｔ 

その他の可燃性廃棄物等  46ｔ  46ｔ   0ｔ 

合  計 398ｔ 190ｔ 208ｔ 

 

(3) 廃棄物等に関連する対応方策 

項  目 具 体 的 な 方 法 ・ 内 容 

悪臭対策等 

・廃棄物保管施設は建物内に設置し、扉付きの密閉型保管施設や既製の保管

容器を採用する計画です。また、生ごみ等はポリ袋で密閉した上で保管し

ます。したがって、廃棄物の散乱及び悪臭等の衛生上の問題が生じること

はないと考えます。 

・食品加工所には、汚水対策及び悪臭対策としてグリーストラップを設置し

ます。 

・惣菜加工所には、調理臭の拡散防止対策としてグリースフィルターを設置

します。 

・廃棄物は毎日回収します。 

・従業員により廃棄物保管施設の内部及び周辺の清掃を行います。 

廃棄物の減量化 

・家庭で処分される「容器包装ゴミ」の減量化のため、「バラ売り」、「はかり

売り」を実施します。 

・商品納入に用いる容器の減量化及び資源化に努めます（リターナブルコン

テナの採用、ダンボールの資源化等）。 
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別添１２ その他の指針関連事項 

(1) 大規模小売店舗の立地環境 

① 計画地の周辺環境 

計画地の北側は住宅、事業所、農地等、東側は農地等が立地しています。南側および西側は事

業所、農地等が立地しています。 

 

② 用途地域 

市街化調整区域 

 

③ 最寄り駅からの距離 

ＪＲ播但線 仁豊野駅から約 1,100ｍ 

 

(2) 駐輪場の計画 

① 駐輪場台数の予測の結果と算出根拠 

68台 自転車用 68台 

□必要駐輪台数の算出根拠：35㎡/台（指針参考値） 

店舗面積：2,348㎡ 

・必要駐輪台数 ＝ 2,348㎡ ÷ 35㎡/台 ≒ 67台 

以上により、必要駐輪台数は 67 台となりますが、計画施設には 68 台分の駐輪スペースを確

保する計画です。 

 

② 駐輪場の管理体制 

項  目 具 体 的 な 方 法 ・ 内 容 

出入口の配置 
・歩行者・自転車専用の出入口を設置します。なお、営業時間外は出入

口を施錠し、店舗関係者以外の立ち入りを防止します。 

整理員等の配置 ・従業員等が適宜巡回し整理整頓に努めます。 

 

(3) 荷さばき施設の計画 

① 荷さばきに必要な作業スペース、安全性の確保 

荷さばき施設№ 想定する車両 軌跡図 対応 

荷さばき施設① 2～4t車・2台 
別添『建物配置図

兼平面図』参照 

・営業時間中に商品を搬入する際に

は、事前に連絡することによって荷

さばき施設付近に交通誘導員等を

配置し、安全誘導を図ります。 荷さばき施設② 2～4t車・1台 

 

(4) 廃棄物減量化及びリサイクルについての計画・配慮 

・マックスバリュでは、店頭に紙パック、食品トレイ、アルミ缶、ペットボトル等の回収ボッ

クスを設置し、随時リサイクル業者に引き渡す計画です。 

・店舗から発生するダンボール、発泡スチロール、空き缶、空き瓶等は分別保管し、リサイク

ル業者に引き渡します。 
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(5) 歩行者の通行の利便の確保等のための計画 

項  目 具 体 的 な 方 法 ・ 内 容 

歩行者通行の

利便性確保の

ための対策 

・歩行者・自転車の安全確保のため、歩行者・自転車用出入口を設けます。 

・駐車場各出入口には一旦停止線を標示し、出庫車両の飛び出しを抑制します。 

・オープン時や多客の予想される繁忙時には、駐車場各出入口に交通誘導員を

配置し、歩行者の安全確保に努めます。 

・駐車場各出入口前面の道路は通学路に指定されていません。 

 

(6) 防災・防犯対策への協力 

・要請があれば駐車場を避難所として提供する等、前向きに検討させていただきます。 

・営業時間内には、青少年の溜まり場とならないよう、従業員等によって巡回します。また、

必要に応じて警察等の関係機関と連携をとり、防犯及び非行防止に努めます。 

 

(7) 街並みづくり等への配慮に関する事項 

① 街並みづくり計画の有無とその内容 

・計画地における街並みづくり計画はございません。 

 

② 街並みづくり等への配慮事項 

・計画施設周辺の清掃等、街並みの美化に努めます。 

・植栽により、敷地内に緑地を設けます。 

 

③ 敷地内の緑化計画 

敷地面積 緑化面積 緑化の方法 根拠 

9,259㎡ 約 148㎡ 植栽 － 

 

④ 景観への配慮 

・『姫路市都市景観条例』『姫路市屋外広告物条例』の基準に配慮した外観とします。 

 

⑤ 屋外照明・広告塔照明等の計画と光害対策 

項  目 屋外照明 広告塔照明 

照明灯の位置 駐車場内 広告看板 

照明灯の方向 駐車場の方向を照射 看板面への照射 

照明の強さ 必要最小限とします。 必要最小限とします。 

点灯時間 
日没に点灯し、営業時間終了後速やか

に消灯します。 

日没に点灯し、営業時間終了後速やか

に消灯します。 

光害対策 
必要最小限の点灯計画とし、周辺住宅

に光が差し込まないよう配慮します。 

看板面へ必要最小限の照射とし、周囲

への光害とならないよう配慮します。 

 

⑥ 市町等の公的計画への協力 

・要請があれば積極的に協力するよう検討します。 
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：通学路

：店舗・事業所など

：倉庫・車庫など

ΝΝΝΝ

Ｓ=１：2,000

2

周辺見取図



徐行

搬入車専用

駐輪場：68台

従業員用従業員用従用従用 1616 11111313 2828

駐車場：103台
(全体収容台数：156台
うち、従業員用3台)

66

33663030

99

1111

③③

88

1212

1111

1414

1212 66

44141477

■面積表

合計

未定物販

マックスバリュ 1,446㎡

店舗面積

2,348㎡

902㎡

併①
23㎡

併②
12㎡

マックスバリュ
1,446㎡ 未定物販

902㎡

荷さばき施設①
10.0m×6.0m＝60㎡

荷さばき施設②
4.0m×8.0m＝32㎡

廃棄物保管施設①
3.2m×3.3m×1.5m≒15.8㎥

廃棄物保管施設③
1.5m×2.0m×1.5m＝4.5㎥

廃棄物保管施設②
3.2m×2.0m×1.5m＝9.6㎥

駐車待ち
スペース
：約 5ｍ

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
ま
た
は
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
等
設
置
予
定

メッシュフェンスまたは目隠しフェンス等設置予定

メッシュフェンスまたは目隠しフェンス等設置予定

メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン
ス
ま
た
は
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
等
設
置
予
定

ガードパイプまたは縁石等設置予定(開口部を除く)

約8.0ｍ

約6.0m

約5.0m
約4.1m

約0.7m

約1.2m

約
6.8m

約6.0m約6.0m約6.0m

約6.0m

約8.6m

約7.0m

約8.1m

約6.0m

約6.0m

約6.0m

約1.0m

約1.0m

約1.0m

約1.0m

約1.0m

約1.0m

約2.6m

約1.0m約1.0m 約1.0m約1.0m 約1.0m

約1.0m 約1.0m

約1.0m

約1.0m

約1.0m

約2.0m

障害者等用 軽自動車用一般用

≪駐車マス寸法≫

2.7m

5.0m 5.0m

3.5m 2.5～2.7m

4.0m

出入口

出口

道路№１ 県道３７３号大柳仁豊野線

≪看板イメージ例≫

【内面】①【外面】 【内面】②【外面】 ③【外面】

出口
専用ＰＩＮ

一旦停止
左右

安全確認

一旦停止
左右

安全確認

①① ③③

②②

歩行者･自転車
専用出入口
自転車は
押して通行
して下さい

バックヤード

トイレ

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

水
路

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

■ 凡 例 ■

：歩行者用通路

：荷さばき施設

：駐輪場

：緑地

：駐車場出入口

：売場部分

：併設施設

：敷地境界線

：廃棄物保管施設

：歩行者･自転車用出入口

：交通誘導員配置予定位置(繁忙時)

：交通誘導員配置予定位置(営業時間中の搬入時)

：看板設置予定位置

：従業員用駐車スペース

：夜間22時以降閉鎖区域

ΝΝ

Ｓ=１：６００
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テナント名 テナント名

テナント名

東側立面図

北側立面図

南側立面図

西側立面図

※ 当該立面図は店舗外観のイメージを示すものであり、詳細は変更になることがあります。

▽最高高さ

9
,
9
0
0

△設計ＧＬ

色 色相 明度 彩度

外壁 7.5YR 5 2

№

①

2.8Y 3.1 0.8外壁⑤

4.6Y 8.7 0.2外壁⑥

6.4GY 9.1 0.1扉⑦

7.5R 3 1外壁②

N 9.3 －外壁③

N 9 －外壁④

①

⑤

②

⑥ ③

①

⑥

④

⑤

⑥ ④

⑥

② ⑦

④ ①

①

建物立面図

Ｓ=１：３００
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①

②

③

④

⑤

⑥

計画地

１km1.5km

56台/日

8台/時

5.6 ％

ブロック番号
①

56台/日

8台/時

5.6 ％

ブロック番号
①

117台/日

17台/時

11.7 ％

ブロック番号
②

117台/日

17台/時

11.7 ％

ブロック番号
②

149台/日

21台/時

15.0 ％

ブロック番号
③

149台/日

21台/時

15.0 ％

ブロック番号
③

47台/日

7台/時

4.7 ％

ブロック番号
④

47台/日

7台/時

4.7 ％

ブロック番号
④

544台/日

79台/時

54.6 ％

ブロック番号
⑤

544台/日

79台/時

54.6 ％

ブロック番号
⑤

84台/日

12台/時

8.4 ％

ブロック番号
⑥

84台/日

12台/時

8.4 ％

ブロック番号
⑥

県
道
２
１
８
号
西
田
原
姫
路
線

県
道
２
１
８
号
西
田
原
姫
路
線県道

373 号大柳仁豊野線

県道
373 号大柳仁豊野線

県
道
２
１
８
号
西
田
原
姫
路
線

県
道
２
１
８
号
西
田
原
姫
路
線

県道 373 号大柳仁豊野線

県道 373 号大柳仁豊野線

県道
373 号大柳仁豊野線

県道
373 号大柳仁豊野線

市
道
豊
富
１
２
５
号
線

市
道
豊
富
１
２
５
号
線

市
道
豊
富
１
２
５
号
線

市
道
豊
富
１
２
５
号
線

ΝΝ

① 188 5.6 856

② 395 11.7 17117

④ 158 4.7 747

③ 506 15.0 21149

（台/日）
日台数

（台/時）
ﾋﾟｰｸ時（％）

割 合

（世帯）

世帯数
来店客車両台数

番 号

ﾌﾞﾛｯｸ

⑤ 1,839 54.6 79544

⑥ 283 8.4 1284

合 計 3,369 100.0 997 144

： 商　　圏

： 案内経路

： 来店客車両経路

： 計 画 地

： 退店客車両経路

： ブロック境界線

凡 　　例

日 来 店 客 車 両 台 数

ピーク時間帯来店客車両台数

 方　面  比　率

日 退 店 客 車 両 台 数

ピーク時間帯退店客車両台数

 方　面  比　率

想定する案内経路と方面別交通量(広域)

Ｓ=１：15,000
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市
川

計画地 地点１交差点
(金竹西交差点)

地点２交差点
(三森神社前交差点)

144台/時ピーク時の来店客車両台数

日来店客車両台数 997台/日

56台/日

8台/時

5.6 ％

ブロック番号
①

56台/日

8台/時

5.6 ％

ブロック番号
①

117台/日

17台/時

11.7 ％

ブロック番号
②

117台/日

17台/時

11.7 ％

ブロック番号
②

149台/日

21台/時

15.0 ％

ブロック番号
③

149台/日

21台/時

15.0 ％

ブロック番号
③

47台/日

7台/時

4.7 ％

ブロック番号
④

47台/日

7台/時

4.7 ％

ブロック番号
④

544台/日

79台/時

54.6 ％

ブロック番号
⑤

544台/日

79台/時

54.6 ％

ブロック番号
⑤

84台/日

12台/時

8.4 ％

ブロック番号
⑥

84台/日

12台/時

8.4 ％

ブロック番号
⑥

675台/日

98台/時

67.7 ％

ブロック番号
④⑤⑥

675台/日

98台/時

67.7 ％

ブロック番号
④⑤⑥

322台/日

46台/時

32.3 ％

ブロック番号
①②③

322台/日

46台/時

32.3 ％

ブロック番号
①②③

県道
373 号大柳仁豊野線

県道
373 号大柳仁豊野線

県
道
２
１
８
号
西
田
原
姫
路
線

県
道
２
１
８
号
西
田
原
姫
路
線

県
道
２
１
８
号
西
田
原
姫
路
線

県
道
２
１
８
号
西
田
原
姫
路
線

県道
373号大柳仁豊野線

県道
373 号大柳仁豊野線

県道 373 号大柳仁豊野線

県道 373 号大柳仁豊野線

市
道
豊
富
１
２
５
号
線

市
道
豊
富
１
２
５
号
線

市
道
豊
富
１
２
５
号
線

市
道
豊
富
１
２
５
号
線

ΝΝ

凡 　　例

： 案内経路

： 退店客車両経路

： 来店客車両経路

日 来 店 客 車 両 台 数

ピーク時間帯来店客車両台数

 方　面　比　率

日 退 店 客 車 両 台 数

ピーク時間帯退店客車両台数

 方　面　比　率

： 計画地

： 交通量調査地点

想定する案内経路と方面別交通量(狭域)

Ｓ=１：5,000

6



徐行

搬入車専用

店舗建物

荷さばき施設①

荷さばき施設②

出入口

出口

道路№１ 県道３７３号大柳仁豊野線

ΝΝ

事業所

事業所

農地

資材置場

農地

農地

農地

農地

里道水路

水
路

車庫

住宅

里
道
水
路

遮音壁（H=2.4m）

B2-1

B2-3

B2-4

B1-3B1-2B1-1

N1,H1

N2,H2

B2-2

R1

R2

R3

R4

R5R6R7R8

R9

R10

R11

R12

R14

R15

R13

R16

R17R18

R19R20

R21 R22

R23

R26

R24 R25 CU1

F1

F2

F3～6 F7 F8 F10～12 F17F16F9 F13～15

AC1
AC2
AC3

AC15 AC16 AC17 AC18,19 AC20 AC21 AC22

AC23
AC24
AC25
AC26

F25 F26 F27 F28 F29 F30 F31 F32

F33 F34

F24

F18～ AC4～6

AC7 AC8

AC9～11

AC12

AC13

AC14
RC5 RC6 RC7

RC1 RC2

RC3 RC4

Ｃ

ａ

ｄ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｅ

ｂ

ｃ ｃ’

ａ’

ｄ’

ｅ

ｄ”

ｅ’

ｃ”

■ 凡 例 ■

：夜間22時以降
　駐車場利用制限区域

：従業員用駐車スペース

：冷凍庫用室外機

：荷さばき施設

：駐車場出入口

：敷地境界線

：荷さばき等作業位置

：換気ファン

：車両走行路

：空調用室外機

：騒音予測地点

：キュービクル

：荷さばき作業に伴う
　後進警報ブザー

7

Ｓ=１：６００

騒音発生源位置図



名称：(仮称)マックスバリュ豊富店 

 

大規模集客施設条例及び大規模小売店舗立地法の手続時には、計画施設における配慮事項

への具体的な対応について下表の右欄に記入し、届出書類と併せて提出してください。 

なお、ガイドラインで示した配慮事項によることが困難な場合、個別の計画に応じた安全

性を確保するための措置を対応欄に記載願います。 

分類 配慮事項 対応欄 

(1)駐車場出入口 

① 

駐車場出入口の間口の長さは原則６ｍ以

下とし、出庫車線は原則１車線とするこ

と。 

駐車場の出入口の幅員は６ｍ以下、出口

の幅員は 5ｍ以下とし、ゼブラ標示によ

って、複数の車両が並列して同時に出庫

することがないよう対策を行います。 

② 
駐車場出口においては、前面道路に対す

る視認性を確保すること。 

駐車場出入口は、駐車場法施行令を遵守

し、道路境界から 2ｍ下がった位置から

両サイド 60°の範囲の視距が可能な計

画とします。なお、見通しの悪いフェン

スや塀などの設置は行いません。 

③ 
入庫ゲートを設置する場合は、道路境界

から６ｍ以上の距離を確保すること。 

入庫ゲートの設置は予定しておりませ

ん。 

④ 

繁忙時等は、駐車場の出入口に交通誘導

員を配置し、歩行者等の安全を確保する

こと。 

出入口前面は通学路に指定されていませ

んが、繁忙時には駐車場出入口付近に交

通誘導員を配置し、安全確保に努めます。 

⑤ 

駐車場出入口及び出入庫ゲート付近の車

路に勾配がある場合、停止位置は平坦と

するよう努めること。 

駐車場の出入口付近は平坦です。 

⑥ 

駐車場出入口付近には、路面標示や標識

等による分かりやすい案内及び注意喚起

を行うよう努めること。 

駐車場の出入口付近には、「一旦停止」、

「左右安全確認」などの看板設置、「一旦

停止線」などの路面標示を行い、適切な

誘導と注意喚起に努めます。 

(2)車路 

① 

路面標示や標識等により分かりやすい誘

導を行うよう努めること。特に、車路の

交差部では路面標示等により優先性の明

確化に努めること。 

車路の交差部では、一旦停止線の路面標

示等により優先性の明確化に努めます。 

② 

駐車場の車路は、一方通行とするなど単

純で分かりやすいレイアウトとするよう

努めること。 

駐車場の車路は、単純で分かりやすいレ

イアウトとしました。 

チェックリスト



名称：(仮称)マックスバリュ豊富店 

③ 
徐行を徹底するため路面標示やハンプの

設置等を行うよう努めること。 

車路には、徐行を促す路面標示を行いま

す。 

④ 

建物配置等により車路の見通しが悪い場

合は、注意喚起の表示やカーブミラーの

設置等の安全対策を行うよう努めるこ

と。 

本施設は平面駐車場で、見通しせること

から、カーブミラーの設置は考えており

ませんが、交差部分には停止線の路面標

示等を行い、安全対策に努めます。 

⑤ 

主要な車路の分岐点等には出口への進路

を示すほか、出口によって退店する方面

が異なる場合は、その方面を併せて表示

するよう努めること。 

－ 

⑥ 

駐車場出入口付近の車路は、円滑な出入

庫が可能となるよう単純な形状とするこ

と。 

駐車場出入口付近は、単純な形状の車路

とし、駐車待ち車両による滞留が生じな

いよう努めます。 

分類 配慮事項 対応欄 

(3)駐車マス等 

① 

必要駐車台数を確保するために設置され

る駐車マスの大きさは、原則幅 2.5ｍ以

上、奥行 5.0ｍ以上とすること。 

駐車マスの大きさは、一般用：幅 2.7ｍ、

奥行 5.0ｍ、障害者等用：幅 3.5ｍ、奥

行 5.0ｍ、軽自動車用：幅 2.5～2.7ｍ、

奥行 4.0ｍとします。 

② 
障害者等用駐車マスは、安全に乗降でき

るスペースを設けるよう努めること。 

障害者等用駐車マスは、安全に乗降でき

るスペースを設けます。 

③ 

障害者等用駐車マスは、原則複数設置と

し、建物出入口等までの経路が極力短く

なる位置とすること。 

障害者等用駐車マスは、4 台分確保しま

す。また、建物出入口等までの経路が極

力短くなる位置に計画しています。 

④ 

複合的な商業施設などで長時間の滞在や

高齢者、障害者等の利用が相当程度見込

まれる場合は、停車スペースを設けるよ

う努めること。 

－ 

⑤ 

大規模な駐車場等で駐車マスの空き状況

の確認が困難な場合は、満空表示等によ

り運転者の負担軽減に努めること。 

－ 

⑥ 

来客用駐車マスは、円滑な出入庫を妨げ

ないよう、駐車場出入口付近を避けて配

置するよう努めること。 

来客用駐車マスは、円滑な出入庫を妨げ

ないよう、駐車場出入口付近には設けな

い計画です。 

(4)歩行者用通路 

① 

駐車マスから建物出入口等までの歩行者

用通路は、原則として幅員１ｍ以上の識

別しやすいものとし、車路の横断箇所を

極力少なくすること。 

駐車マスから建物出入口まで歩行者用通

路は幅員１ｍ以上とします。車路の横断

箇所はできるだけ少なくし、横断歩道の

標示を行います。 



名称：(仮称)マックスバリュ豊富店 

③ 

島状に配置した駐車マスの背面に歩行者

用通路を設ける場合は、車止めを設置す

るとともに、注意喚起の表示により、歩

行者の安全確保を図ること。 

－ 

③ 
自転車使用者が利用する歩行者用通路

は、幅員２ｍ以上とすること。 

自転車使用者が利用する歩行者用通路

は、幅員２ｍ以上を確保しております。

また、場内では、自転車からおりて走行

していただくよう注意喚起看板を設置す

る計画です。 

④ 

障害者等用駐車マスから建物出入口等ま

での歩行者用通路は、車両の動線と交錯

しないようにすること。 

障害者等用駐車マスから建物出入口等ま

での歩行者用通路は、車両の動線と交錯

しないように計画します。 

⑤ 

建物が複数棟ある場合は、建物間の動線

計画に配慮した歩行者用通路を確保する

こと。 

－ 

分類 配慮事項 対応欄 

(5)その他 

① 

歩行者用通路、駐輪場、建物等に面する

位置に車路や駐車マスを設置する場合

は、防護柵を設けるよう努めること。 

建物前の歩行者用通路と駐車マスの間に

は、U字パイプ等を設置します。 

② 

営業時間内に搬出入車両等が来客用駐車

場を利用する場合は、交通誘導員の配置

などの安全対策を講じること。 

荷さばき施設において営業時間内に荷さ

ばきを実施する場合には、交通誘導員等

の配置によって、安全確保に努めます。 

③ 

駐輪場の位置は、自転車動線が建物出入

口前などの人が集中する箇所を通過しな

いよう配慮すること。 

自転車使用者が店舗の出入口前を通過す

る箇所がありますが、通路の幅員を

2.6m 確保しております。また、場内で

は、自転車からおりて通行していただく

よう注意喚起看板を設置する計画です。 

④ 

駐車場内にショッピングカート置場を設

ける場合は、適切な位置に設けるよう努

めること。 

駐車場内へはショッピングカート置場を

設置しない予定ですが、従業員等による

定期的な巡回によって、放置カートの回

収に努めます。 

⑤ 

駐車場の一部で夜間における利用を制限

する場合は、制限時も適切な動線を確保

すること。 

－ 

⑥ 

夜間又は建物内の駐車場においては、障

害物や案内標識を明確に認識できる照明

施設を設けるよう努めること。 

駐車場内には、適切な場所に照明設備を

設置します。なお、駐車場の車路につい

ては、10 ルクス以上の照度を確保しま

す。 
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⑦ 

駐車場や駐輪場は人の視線が確保できる

場所に配置し、必要に応じて防犯設備等

を設けるよう努めること。 

駐車場や駐輪場は、できる限り見通しを

よくし、人の視線が確保できるよう計画

します。なお、店外には防犯カメラを設

置し、防犯対策に努めます。 

⑧ 

グラスパーキングとする場合は、日照、

長時間駐車の可能性、出入庫の頻度等を

勘案して駐車マスを配置するよう努める

こと。 

－ 

⑨ 

計画地が信号交差点の角地等で、通り抜

け車両の発生が懸念される場合は、駐車

場内の安全確保のための対策を講じるよ

う努めること。 

－ 

⑩ 

道路に面する位置に駐車マスや駐輪場を

設ける場合は、道路から直接駐車や駐輪

ができないよう対策を講じること。 

駐車マスや駐輪場は、フェンス等により、

道路側(歩道含む)から直接駐車や駐輪が

できないよう計画しています。 
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